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・内科系の午後診療は、当番制となっております。

・内科/発達小児科/精神科/泌尿器科/眼科にお　
　いては「予約制」を導入しております。　

・休診日は、祝日午後・土曜日午後及び日曜日。
　　時間外・休日等は、当番医師にて急患対応致します。

社会医療法人　稲穂会
救急告示病院

天草慈恵病院

【   備  考   】

h t tp : / /www. inahoka i . com/

●天草空港より車で25分　
●本渡バスセンターよりバスで40分 
➡ 天草慈恵病院前 停留所下車 徒歩2分
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社会医療法人稲穂会　天草慈恵病院
医療連携室
健診センター
通所リハビリテーション　蕩蕩館
温泉プール　悠游館
ケアプランサービス　JCS24
訪問看護ステーション　はまゆう
介護老人保健施設　慈恵苑
天草慈恵病院　介護医療院

TEL 0969-37-1111㈹
TEL 0969-37-1150
TEL 0969-37-1730
TEL 0969-37-1202
TEL 0969-37-1111
TEL 0969-37-1111
TEL 0969-37-0288
TEL 0969-37-1567
TEL 0969-37-1111

ヘルパーステーション　JCS24
住宅型有料老人ホーム　和

TEL 0969-35-0181
TEL 0969-35-0171

■熊本県天草郡苓北町上津深江278-10

■熊本県天草郡苓北町富岡2228-16

訪問看護ステーションはまゆうサテライト河浦 TEL 0969-76-0101

■熊本県天草市河浦町河浦4660-1

診療科目

内　科

整形外科

リハビリテーション

小児科

耳鼻咽喉科

精神科

泌尿器科

月 火 水 木 金 土 日

多　久

一般内科

永　野

木山・斧出
（午後のみ）

木山・斧出
（午後のみ）

担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

宮　﨑

眼　科

永　野 永　野 永　野

清  水（義）清  水（義）清  水（義）

永　野 永　野 永　野人工透析

消化器検査（内視鏡）

宮　﨑 宮　﨑 宮　﨑 宮　﨑

辰　巳

原

永　野 永　野

宮崎（久）
吉田

宮  崎（久）

内之倉宮崎（久）
宮崎（久）

内之倉
濵

濵

永　野 永　野
腎臓内科

代謝内科

血液内科

神経内科

九州大学

長崎大学
（12：30迄）

長崎大学
（12：30迄）

長崎大学
（9：30～）

白　藤
(午後のみ)

長崎大学
（9：30～）

九州大学

 福岡大学
（10：00～17：00）

 行 實
福岡大学(第2・4週）

外来診療担当医表 ■ 診療時間　午前 8：30～12：30　午後 13：30～17：30

吉　田
（午後のみ）

吉　田
（午後のみ）

吉　田
（午後のみ）

（内科系）午後担当医 内之倉濵・白藤 濵 当番医師 当番医師

当
番
医
に
て
対
応

当番医師

交通アクセス

①宮崎（久）
（13:30～）

②吉田
（15：30～） 　当院では、2023年3月より測定したバイタル情報を電子カルテに自動転送するシステムを導

入しました。今回導入したシステムでは、「血圧」「脈拍」「呼吸数」「ＳＰＯ２」「血糖」「体温」の測定

が可能です。手順としては、まずスマートフォンにてスタッフＩＤを読み取り、その後バーコードにて

患者認証を行い、測定を実施します。測定結果は、通信機器機能付きの機器を使用することで、手

元のスマートフォンより電子カルテへ反映されます。このことより、現在測定結果を電子カルテに

直接入力・転記する手間を省くことができ、記載ミス・忘れを防ぐことも可能となりました。また、即

座に電子カルテへ反映されることから、これまでカルテ記

載に時間がかかっていたところが、医療従事者間での共有

も容易となりました。看護業務の改善・医療安全の向上に

より、より患者様と接する時間が長くなることで、よりよい

ケアを実施できるよう、今後も業務改善に取り組んでいけ

ればと考えております。

バイタル連携説明会

AMAKUSA JIKEI HOSPITAL
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天草慈恵病院の『回復期リハビリテーション病棟』 土曜日外来のご案内

天草初「回復期リハビリテーション看護師」を取得

　天草慈恵病院では、急性期治療後の患者様に対し医療専門医（医師・看護師・ケアワーカー・理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・ソーシャルワーカー・薬剤師・管理栄養士等）がチームを組んで「日常生活動作向
上、寝たきり防止、家庭復帰」を目標に専門的なリハビリテーションプログラムを実施しています。 　当院では、九州大学病院代謝内科医・眼科

医による診療を行なっています。
　外来診療のみで、眼科疾患全般を対象とし
ています。詳しくは、受付窓口までお問合わ
せください。

眼 科・代 謝 内 科整 形 外 科

3月の診療は 4日 ・ 11日 ・ 25日
4月の診療は 1日・8日・22日・29日

代謝内科診療：

眼科診療　：

3月4日・11日・18日・25日
4月1日・8日・15日・21日（金）・29日
3月4日・18日
4月1日・15日
　診療時間

担 当 医

　当院の整形外科では月～金曜日までの外
来診療の他、土曜日も外来診療を行っており
ます。

土曜外来診療日（2023年3～4月）

診療日程（2023年3～4月）

8 ： 30 ～ 14 ： 30

第１・5土曜（8：30～17：30） 　
整形外科 担当医
第２・４土曜（8：30～14：30） 
福大整形外科 医師

　2023年1月より、耳鼻
科内視鏡システムを導入し
ております。これまでは、内
視鏡スコープと電子カルテ
が連携しておらず、画像が
電子カルテに反映されてお
りませんでしたが、今回のシ

ステム導入により、施術中に撮影した画像を電子
カルテ端末での閲覧が可能となりました。画像は
電子カルテ内でいつでも閲覧することができ、前
回施行時との比較も容易となります。また、新し
いスコープも導入しており、見えづらい部分も
はっきりと画像で確認できるようになっていま
す。耳・鼻・のどの奥へファイバーを通し、患部の状
態を実際に見ることで的確な診断にもつなげる
ことができます。
　現在当院では、長崎大学耳鼻咽喉・頭頸部外科
より医師にお越し頂き、月・火・金・土の週4回の診
療を行っています。天草地域での耳鼻咽喉科は
標榜も少なく、これからも少しでも地域の医療に
貢献できればと考えております。

最近の退院事例

0969-37-1150直通ＴＥＬ
0969-37-1160直通FAX

■医療連携室
0969-37-1111代表ＴＥＬ

■天草慈恵病院

食事
整容
清拭
更衣上衣
更衣下衣
トイレ動作
排尿
排便
移乗ベッド
移乗トイレ
移乗浴槽
移動歩行
階段
理解
表出
社会的交流
問題解決
記憶

6
5
1
3
2
1
5
5
4
4
1
1
1
6
6
5
5
5

6
7
6
7
7
6
7
5
7
6
6
5
5
7
7
6
6
6

FIM 入院時 退院時

FIM運動計
FIM認知計
FIM計

入院時 退院時
36
35
71

90
35
125

FIM

　N様は、小脳出血性梗塞にてA
病院に急性期入院後、当院回復期
病院へリハビリ目的にて転院なさ
いました。介入当初、麻痺は軽度で
したが、運動時の血圧変動・眩暈・
ふらつきがありました。また臥床時
間が長く、起立性低血圧もみられ
ました。
　在宅生活復帰を目標に理学療
法・作業療法・言語療法を実施。約
2ヶ月間のリハビリを実施後は、ふ
らつきも軽減し眩暈も消失しまし
た。歩行能力の向上とともにADLが自立し、杖歩行が安定しました。また
血圧も安定し日中の活動性も上がりました。自主練習に積極的に取り組
まれるようになり耐久性が向上しました。
　退院前に自宅訪問を行い、手すりの設置やシャワーチェアーの購入を
行いました。退院後はご家族の支援を得ながら病前の生活を送っていか
れるご予定です。

耳鼻科内視鏡システムを導入

　介護老人保健施設　慈恵苑では、昨年
末12月22日に一年の締めくくりとして
餅つき大会を開催しました。
　入所者の皆様は、昔は家で餅つきをし
ていたことを懐かしみながら昔話に花を
咲かせて楽しんでいらっしゃいました。ま
た、餅つきには慣れない私どもスタッフに
色々とご指導も頂きました。
　つきあがった餅はサツマイモと混ぜて
「ねったくり」を作り、その日のおやつに提
供しましたが「おいしかった、もっと食べた
かった」と好評でした。
　今年も感染対策に気をつけながら、皆
様の心が躍るような季節の行事を開催し
ていきたいと思います。

餅つき開催

　当院看護師が、一般社団法人回復期リハビリテーション病棟協会認定の「回復期
リハビリテーション看護師」を取得しました。今後も回復期リハビリテーション病棟の
発展のため業務に取り組んでいきたいと思います。

　回復期リハビリテーション協会が認定する回復期リハビリテーション看護師

の資格を取得しました濱浦 朝美です。認定看護師としての活動は、回リハ病棟

での中心的存在となり、安心してリハビリを実施できるように他職種で連携し、

リハビリで取得した「出来る能力」を日常生活の中に取り入れて、「している能

力」となるように援助し、患者・家族が安心して社会・在宅に復帰できるように努

める事です。回リハ病棟で働いてやりがいを感じる瞬間は、患者様の機能回復

が目に見えて実感できる事です。当院は、天草では唯一の回復期リハビリテー

ション病棟のある病院でもあり、もっと当院の回リハ病棟を天草地域に広める

活動もしていきたいと思っています。

～見えない患部を鮮明画像で確認～

■ 認定看護師よりご挨拶

回復期リハビリテーション病棟のお問合せ先
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